
深鉢（道訓前遺跡）



水澤寺六角二重塔
●県指定重要文化財（S48.12.24指定）
●渋川市伊香保町水沢214

水澤寺は坂東三十三観音札所の十六番
札所で、水澤観音とも呼ばれています。
創建は寺伝によれば推古天皇の時代で、
伊香保姫が亡夫を弔うために創建したと
伝わります。境内にある六角二重塔は、
江戸中期（1688－1704）建造といわれ、
輪廻思想を形にしています。二層に大日
如来を安置し、一層に六道地蔵尊をまつっ
ています。全国でも数少ない回転軸をもっ
た珍しい塔で、反時計回りに三回転させ
ると願いがかなうといわれています。

渋川八幡宮本殿
●県指定重要文化財（S36.1.6指定）
●渋川市渋川甲１

鎌倉時代の建長年間（1249－1255）
に、当時この地を治めていた渋川義顕が、
鎌倉の鶴岡八幡宮を勧請

かんじょう

したものと伝え
られています。本殿はケヤキ材を使用し
た間口３間、奥行２間の流

ながれ

造り。妻部の
組み、手挟

た ば さ

み、海老虹梁
えび こ う り ょ う

、こぶし鼻、懸
け

魚
ぎょ

などに桃山期の特色が見られます。な
かでも、菊･五三の桐･おもだか･牡丹の手
挟み彫刻の文様は、他に見られない貴重
なものです。拝殿

はいでん

と幣殿
へいでん

は明治末期に造
られたものです。

宮田山不動寺の
石
せ き

造
ぞ う

不
ふ

動
ど う

明
みょう

王
お う

立
りゅう

像
ぞ う

●国指定重要文化財（S38.2.14指定）
●渋川市赤城町宮田1526

「宮田のお不動様」と呼ばれ親
しまれています。墨書によると鎌
倉時代にあたる1251年に造られ、
右眼を開き、左眼は半眼の一目諦

いちもくてい

視
し

の忿怒
ふ ん ぬ

の相で、力強くも温厚な
雰囲気を漂わせています。右手に
智剣、左手に羂索

けんさく

を持ったほぼ等身大の白味を帯びた凝灰岩の丸彫で、衣紋
え も ん

の
強い線、腕・手首・足などの珠紋帯

じゅもんたい

の手法に鎌倉期の特徴が見られます。現在
は不動寺境内の絶壁の洞穴に安置され、１月28日の縁日に御開帳されます。

主な重要文化財（上記以外）

六地蔵尊と大日如来を安置している水澤寺の六角堂は、
現世利益だけではなく来世、来来世という長い目でみた
開運を祈っています。仏教の世界観をすべて表した壮大
な考えに基づいて建設されたお堂なのです。また、建立
された当時から回転式の構造を一度も修復していません。
全国にも回転式のお堂はありますが、実際に回せる所は
少ないようです。多くの参拝者が回してくださったこと
で300年以上を経た現在でも回すことができるのかもし
れません。

名　　称
石 造 笠 卒 塔 婆

空 恵 寺
く え い じ

の 山 門
真光寺の木彫狛犬

こまいぬ

・洪鐘
こうしょう

雙林寺
そうりんじ

の長尾昌賢
しょうけん

木造
勝保沢の十一面観音堂

源 空 寺 の 梵 鐘
ぼんしょう

菅 原 神 社 本 殿
岩井堂観世音御堂

湯中子大山祇
おおやまずみ

神社本殿

所　在　地

石原1361

上白井3958

渋川748

中郷2399

赤城町勝保沢甲99

白井865

中郷1733

村上13

伊香保町湯中子941

指　定　日

S28.8.29

S30.1.14

S27.11.11

S30.1.14

S56.5.1

S58.6.27

S61.5.6

S51.5.24

S55.9

指　定　名

国指定重要文化財

県指定重要文化財

〃

〃

市指定重要文化財

〃

〃

〃

〃

【
神
社
・
仏
閣
】

由
緒
あ
る

歴
史
を
訪
ね
る

水澤寺住職コ メ ン ト

伊香保町水沢在住 山本　徳明さん１

２

３

４

５

６

７

８

９



舞台機構を操作するには最低
80人が必要で、それも舞台の
構造や演目内容をよくわかっ
ていないとできません。舞台

の絵を描くのも小屋掛けもみんな地元の人がやるんで
すよ。その技術を伝承するために平成6年に伝承委員
会が発足し、毎年舞台まつりを行っています。しっか
りと次世代に引き継いでいきたいですね。今年は全国
地芝居サミット（ぐんま地芝居サミットin渋川、11
月24、25日）をこの舞台でやるので、それに向けて
頑張っています。

コ メ ン ト
伝統芸能カレンダー（上記以外）

行　事　名

猿田彦神社の大和
や ま と

神楽
下 南 室
し も な む ろ

太 々 御 神 楽
み か ぐ ら

中 尾 獅 子 舞
上 小 野 子 獅 子 舞
八木原諏訪神社の太々神楽
箱 田 獅 子 舞

行 幸 田
み ゆ き だ

の 獅 子 舞
勝 保 沢 の 太 々 神 楽

神 明 宮
し ん め い ぐ う

太 々 神 楽
三 原 田 の 獅 子 舞

日　　程

第２庚申

４月第１日曜

４月第１日曜

４月第１日曜

４月12日

４月第２日曜

４月第３日曜

４月29日

５月１日

８月27日

場　　　所

猿田彦神社（石原753）

赤城神社（北橘町下南室310）

浅間神社ほか（村上2641-１）

七社神社（小野子2158-1）

諏訪神社（八木原568-3）

木曽三柱神社（北橘町箱田776）

甲波宿禰神社（行幸田749）

勝保沢諏訪神社（赤城町勝保沢甲644）

子持神社（中郷443-４）

興禅寺／八幡宮（赤城町三原田地内）

※全て市指定重要無形民俗文化財

【民俗文化財】

伝承される
芸能を観る

上
か み

三
み

原
は ら

田
だ

の歌舞伎舞台
●国指定重要有形民俗文化財（S35.6.9指定）
●渋川市赤城町上三原田乙269-１

全国に例を見ない特殊な機構をもつ上
三原田の歌舞伎舞台は、上方で修業した
永井長治郎が文政２年(1819)に赤城山天
竜寺境内に建築し、明治15年(1882)に
現在の地に移築したと伝えられています。
三方の板壁を外側に倒して舞台を広げる
「ガンドウ返し」、舞台の奥に背景をつけ奥行きを深く見せる「遠見

と お み

」、平舞台い
っぱいを回転させる「廻転

かいてん

」、小舞台を天井・奈落
な ら く

の双方から上下させる「二重
セリ」の４つの特徴があります。特に「二重セリ」は日本で唯一の機構です。

村上太々
だ い だ い

神楽
か ぐ ら

●市指定重要無形民俗文化財（S51.5.24指定）
●渋川市村上135

享保４年（1719）に作間
さ く ま

神社が火災
のため焼失し、社殿を新築した祝典に
太々神楽を奉納したのが始まりといわれ
ています。明治時代に中断しましたが、
終戦後復活の気運が盛り上がり、昭和28
年（1953）に衣装、道具一式を新調し

て作間神社太々神楽奉仕会が発足しました。現在は村上太々神楽保存会が中心に
なって、４月３日の作間神社祭典奉納をはじめ、温泉まつり、文化祭等の出演
を通して地域振興、伝統芸能の保存に努めています。

川島の獅子舞
●市指定重要無形民俗文化財（S47.10.20指定）
●渋川市川島1287

古くから川島の諏訪神社に奉納されて
きた神事で、雄獅子・雌獅子・子獅子と
添役
そえやく

に天狗やおかめが加わり、囃子
は や し

・謡
うたい

方の構成で演じられます。昔から農家の
長男が継承し、11、12歳になると獅子
舞を習得し奉納してきました。明治時代
に中断し消滅寸前になっていましたが、飯塚金蔵氏の記憶により再興しました。
昭和中期までは主として諏訪神社へ奉納されていましたが、現在は10月９日の
甲波宿禰
か わ す く ね

神社の祭典で両社に奉納されています。

上三原田歌舞伎舞台
操作伝承委員長
赤城町上三原田在住

須藤　明義さん

１

２

３

４

５

６

７

８

９
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主な銘木・古木（上記以外）
名　　称

桜 森 の ヒ ガ ン ザ ク ラ
大 山 祇 神 社 の 大 フ ジ
藍 園 墓 地 の 大 ケ ヤ キ
早 尾 神 社 の 大 ケ ヤ キ

下 郷
し も ご う

の 大 ク ワ
溝 呂 木
み ぞ ろ き

の 大 ケ ヤ キ
祖母島
う ば し ま

のキンモクセイ

所　在　地

赤城町津久田313-３

横堀乙992

渋川2814

中村31

渋川1274

赤城町溝呂木168-１

祖母島680

指　定　日

S26.10.5

S27.11.11

S27.11.11

S27.11.11

S30.1.14

S43.5.4

H2.9.25

【天然記念物】

銘木・古木の年輪に触れる

敷島のキンメイチク
●国指定天然記念物（S28.11.14指定）
●渋川市赤城町津久田313-３

八幡宮境内に約100本叢生
そうせい

してい
るキンメイチクは、マダケの変種で、
節間の枝の生じた部分に黄金色の縦
縞が現われる珍しいものです。縞は
交互に枝の末までつき、雨に洗われ
た後などは緑と黄金色の対比が美し

く夕陽に映えます。日本の竹は約60年毎に花を咲かせ、その後一斉に枯れてし
まうことがあります。このキンメイチクも昭和43年に開花した後絶滅に直面し
ましたが、関係者の尽力により回復し、今の美しい姿をとどめています。

金蔵寺
こ ん ぞ う じ

のシダレザクラ
●県指定天然記念物（S27.11.11指定）
●渋川市金井甲1965

金蔵寺境内にあります。根元周り
6.2ｍ､目通り周り3.4ｍ､枝張り東西
17ｍ､南北14ｍ､シダレ枝の最長５
ｍ､樹高は12ｍ､樹齢は400年以上で
す。シダレザクラには紅と白の花が
ありますが､金蔵寺の桜は白色です。
毎年､見事な花を咲かせては､境内を白色に霞ませ､人々の目を楽しませていま
す。このサクラの花が咲くころ、里芋を植えつけたことから、地元の人からは
「芋種桜

いもたねざくら

」と呼ばれています。

雙林寺
そ う り ん じ

の大カヤ・千本カシ
●県指定天然記念物（S27.11.11指定） ●渋川市中郷2399

寺庫裏
く り

の東にあるカヤは、根元周囲6.4m、目通り約６m、
高さ約27m、枝張り東西18.5m、南北20.6mの巨木です。
文安４年（1447）に開山した月江正文

げっこうしょうぶん

が持参した数珠
じ ゅ ず

の一
粒から実生したものと伝わり、どの実にも糸を通したような
小さな穴があることから、「開山のつなぎカヤ」として雙林寺
の七不思議の一つとされています。
本堂の裏にあるカシは、根元は１本に結合していて、その
株から10数本の支幹が叢生しています。支幹は１m以上が８
本、以下が６本、全体の根元の周囲は約7.5m、全体の高さは
約12mあります。一つの古い株からひこばえが出て生育した
ものといわれ、その生え方から雙林寺の七不思議の一つとさ
れています。

400年以上前、現在の場所にお寺
を移築したときに対で植えたそう
です。残念ながら1本は伊勢湾台
風で折れてしまいました。残った
木も花の付きが少なくなったた

め、3年ほど前に樹木医に治療してもらい、また見事な
花が咲くようになりました。植物も話しかけると良いと
聞き、「きれいだね」「見事な花を咲かせてくれてありが
とう」と話しかけているんですよ。それからは花の付き
や濃さがぜんぜん違いますね。

金蔵寺住職
金井在住

浜田　孝暁さん

▼千本カシ

▲大カヤ

コ メ ン ト

１

２

３

４

５

６

７

※全て県指定天然記念物



房谷戸
ぼ う が い と

遺跡出土品
●国指定重要文化財（H3.6.21指定）
●渋川市北橘町八崎出土　群馬県所有

昭和62・63年に関越自動車道の
工事に先立ち、房谷戸に所在する
縄文時代中期前半の集落跡の発掘
調査が実施されました。発掘現場
からは、東関東を中心とする阿玉

あ た ま

台式土器、西関東を中心とする勝
坂式土器が一緒に出土し、それら
の地域に交流のあったことが分か
りました。表土に火山灰や軽石が堆積していたため完全に近い形で発見され、
その成形や文様がすばらしいことから10点が国指定重要文化財となりました。

黒井峯
く ろ い み ね

遺跡
●国指定史跡（H5.4.2指定）
●渋川市北牧ほか

吾妻川左岸の台地上にある黒井
峯遺跡は、６世紀中ごろの古墳時
代の集落遺跡です。榛名山二ッ岳
付近の噴火による厚さ２mの軽石の
下に、当時の集落がそのまま埋も
れていたため、イタリアのポンペ
イ遺跡に匹敵するといわれていま
す。軽石層が古代の地表面や建物

を長い年月保存していたことにより、貴重な情報が数多く残されていました。
この遺跡の発見によって今までは分からなかった古墳時代の集落の姿が明らか
になりました。

中筋
な か す じ

遺跡
●県指定史跡（H4.5.15指定）
●渋川市行幸田796ほか
渋川市所有

今から約1,500年前、榛
名山の大噴火の火砕流によ
り、一瞬にして埋没してし
まった古墳時代中期の集落
跡です。厚さ約１ｍの火山
灰に覆われていたため、竪
穴住居、平地建物、畑、垣
根、祭祀

さ い し

跡などの遺構がほぼ完全な形で残されました。現在､竪穴式住居
３軒、平地式住居１軒、平地式住居木組１カ所、垣根、祭祀跡などが復
元され､住居内を見学することができます。

発掘作業をお手伝いしました
が、掘っていると土器や住居
跡や小さな畑の跡がどんどん
出てくるので毎日が感動でし

た。日本中から研究者や見学者が訪れ、アドバルーン
を揚げたり出店が出たりとにぎやかでしたよ。20年
も前なのに昨日のことのように思い出します。すごい
発見だというので、近くにアパートを借りて毎日取材
にきていた新聞記者もいました。黒井峯遺跡のおかげ
で子持村（当時）に住んでいるのを誇りに感じましたね。

黒井峯遺跡発掘に
携わった
北牧在住

石井　禮子さん

主な遺跡・史跡（上記以外）
名　　称

瀧 沢 石 器 時 代 遺 跡

虚 空 蔵
こ く ぞ う

塚
づか

古 墳
中 ノ 峯 古 墳
長 井 坂 城 跡
小 室 敷 石 住 居 跡
金 井 製 鉄 遺 跡
八木沢清水縄文時代住居跡

三原田諏訪上遺跡・瓦塔
が と う

設置仏教遺構

所　在　地

赤城町滝沢、見立ほか

渋川123

北牧乙1596

赤城町棚下／昭和村川瀬

北橘町小室560-１

金井1343

小野子756-３

赤城町三原田166

指　定　日

S2.4.8

S27.11.11

S55.4.30

S55.9.16

S42.11.24

S50.9.5

S58.2.22

H15.3.25

指　定　名

国指定史跡

県指定史跡

〃

〃

〃

〃

〃

〃

【遺　跡】

古代の息吹を感じる

コ メ ン ト

１

２

３

４

５

６

７

８



 

 



 

 



 


